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第 15回（2023年第 2回）東京医科大学病院 監査委員会議事要旨 

 

 

1 日時：2024年 3月 4日（月） 18時 30～20時 00分 

 

2 場所：東京医科大学病院 9階 臨床講堂 

 

3 出席者：【委 員】落合 委員長、安原 委員、桑原 委員 

     【病院側】山本 病院長、菅野 医療安全管理責任者、 

          浦松 医療安全管理室室長、高橋 医療安全管理室室員、 

梶 医療安全管理者、竹内 医薬品安全管理責任者、犬伏 薬剤部主査、 

大野 医療機器安全管理責任者、山田 臨床工学部技士長、 

          石田 医療放射線安全管理者代理、筑間 放射線部技師長補佐 

          渡邉 感染制御部部長、石川 総合相談・支援ｾﾝﾀｰｾﾝﾀｰ長 

内野々 総合相談・支援ｾﾝﾀｰ専門員、伊藤 臨床研究支援ｾﾝﾀｰｾﾝﾀｰ長、 

醍醐 事務部部長、須田 総務課課長、 

           

4 議題： 

   （1）山本 病院長の挨拶 

   （2）落合 委員長および安原 委員の挨拶 

   （3）報告事項および監査について 

      2023年度上半期報告事項 

      ①医療安全管理報告 

      ②医薬品安全管理報告 

      ③医療機器安全管理報告 

      ④医療放射線安全管理報告 

      ⑤感染対策について 

      ⑥患者相談窓口について 

      ⑦高難度新規医療技術導入制度について 

 

5 監査項目： 

①菅野 医療安全管理責任者より医療安全管理体制として、2023 年度上半期のインシデ

ント報告、院内病因・死因検討会検討事例、院内医療事故・有害事象調査委員会報告、

医療事故調査制度調査事例、医療機能評価機構医療事故情報収集事例等事業への事例

報告、医療安全研修会についての報告 

②竹内 医薬品安全管理責任者より、2023年度上半期の当院における医薬品に係る PMDA

の副作用報告、医療安全研修会についての報告（小児における薬物療法の注意点） 

③大野 医療機器安全管理責任者、山田 医療機器安全管理実務者より医療機器安全管理

責任者の責務に関する説明、各種研修実績に関する報告、医療機器安全使用のための

職員研修（新人研修・医療安全研修会）、医療機器の保守点検、医療機器添付文書の管

理、安全性情報の収集と周知、医療材料の不具合報告、改善のための方策についての
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報告 

      ④石田 医療放射線安全管理者代理、筑間 放射線部技師長補佐より、医療放射線に係る

安全管理体制の構築、放射線知識の教育・訓練、被ばく線量管理・低減、当院におけ

る AIによる画像診断についての状況報告 

⑤渡邉 感染制御部部長より当院の新型コロナウイルス感染対策、院内感染対策の現状、

耐性菌・アウトブレイク事例、AMR抗菌薬適正使用の推進についての報告        

⑥石川 総合相談・支援センターセンター長より患者の意見を収集する体制、2022 年度

の意見・提言の内訳、2023年度上期の改善事例、患者満足度調査の新規設問項目につ

いて報告 

⑦伊藤 臨床研究支援センター長より、高難度新規医療技術の位置づけ、2023 年度上半

期の新規申請、実施件数、病院機能評価に関する結果について報告 

 

6 監査結果：① インシデントの報告件数について、職種別報告件数だけでなく、職種別報告割合（該

当職種職員数を分母とした割合）で分析することを検討されたい。また、レベル 0，

1 に該当する報告がどの職種から多く出ているのか確認し報告に関する意識調査を

検討されたい。（医療安全管理室） 

      ② Ｍ＆Ｍ検討会では今回は警鐘例が無かったとのことだが、警鐘事例自体は重大事例

を防ぐために重要なヒントである。対象事例が本当に無かったか確認する仕組みがあ

るとより良いと感じる。（医療安全管理室） 

      ③ ナビ台紙を使用した死亡例報告の運用は、大学病院として研修医などに向けた問題

意識の学習機会としても有益といえる。引き続き取り組みを推進し運用の成果報告を

お願いしたい。（医療安全管理室） 

      ④ 患者参加型の試みを発展させ、手指衛生など体験のみに留めず、評価につながるよ

うな取り組みとして実施するよう前向きに検討されたい。（感染制御部） 

      ⑤ 患者相談窓口の対応の中で「暴力・暴言」というものがあるが、昨今のハラスメン

トに関連する項目としては軽視できず、病院という組織でも重要な要素と意識のうえ

引き続き注意して対応されたい。（総合相談・支援センター） 

      ⑥ 患者相談窓口として患者からの意見を聴取する方法に、新たな方法や工夫を模索し、

より良い相談環境作りに努めていただきたい。（総合相談・支援センター） 

 

7 委員長より総評： 

まず、前回時の指摘内容を前向きに取り上げ、改善に繋げている点を評価したい。 

コロナ禍が明けて、病院が従来のあるべき姿に少しずつ戻ってきており、それに伴い医療安全も

そういった局面を迎えていると感じるが、今回の報告を確認したうえで一般的な医療安全から感染

対策をはじめとした各項目で病院の努力の成果が確認できた。 

各項目に対する改善要望は質疑応答で挙げたところだが、これから本格的なポストコロナ時代に

突入することを意識し、改めて医療安全の取り組みをお願いしたい。今回は対象期間中に発生しな

かった、実績が無かった項目についても、次回に向けて引き続き報告があることを期待している。 

 

8 配布資料： 

①2023年度上半期 医療安全管理報告 
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     ②2023年度上半期 医薬品安全管理報告 

     ③2023年度上半期 医療機器安全管理報告 

     ④2023年度上半期 医療放射線安全管理報告 

     ⑤2023年度上半期 感染対策について 

     ⑥2023年度上半期 患者相談窓口について 

     ⑦2023年度上半期 高難度新規医療技術導入制度について 

 

 

記録者：総務課 

 


